
新型コロナウイルス感染症に対する取り組み 

山形県看護協会の取り組み 

令和 2 年 7 月 19 日現在 

     

１）4 月 7 日（火） 

日本看護協会から①医療機関におけるオーバーシュート時の準備性、現場の課題と 

工夫について電話調査  

 

２）4 月 15 日（水） 

新たに、ホームページ「新型コロナ感染症関連情報」を発信 

 

３）看護協会職員の協力金によるフエイスシールドの作成と医療機関、 

訪問看護ステーションへの配布 

「防護用品が足りないという」切実な現場の声から手作りのフエイスシールドを 

職員で作成して、感染症病床を有する病院、ＰＣＲ検査等を行う病院等、訪問看護 

ステーションに送付。 

・4 月 21 日（火）から 6 月 4 日（木）まで 1032 個作成 

          医療機関 11 施設 

          訪問看護ステーション 71 施設 

 

４）5 月 13 日（水）新型コロナ克服・創造山形県民会議 設立 井上会長出席 

   衆議院議員 3 名、参議院議員 2 名、県知事、各界 19 名 出席しました。 

  県内の医療現場の実情と、嫌悪・差別・偏見について、県民に対して看護職に対し 

て正しい理解と応援について 

 

  ●山形県新型コロナ対策応援金（応援金）の募集 寄付について 

   目的：新型コロナウイルス感染症のため医療の最前線で活躍している県内の医療 

      関係者や感染拡大により大きな影響を受けている方々などを支援するため、 

      山形県では「山形県新型コロナ対策応援金」の募集をする 

 

  ★6 月 18 日（木）山形県看護協会として、応援金として 30 万円の寄付 

   

５）5 月 19 日（火）山形県看護連盟とともに、県へ訪問し、①看護職の危険手当の支給②

看護職が勤務後ホテル等の宿泊費等の補助③医療機関の妊婦が看護職の休業に伴い代

替職員を雇用した場合の賃金などへの補助について、要望書を提出 

 



６）マスメディアの対応（井上会長） 

    4 月 23 日（木）ＦＭやまがた 8 時  新型コロナウイルス感染症の 

1 日目「県内の医療現場の現状」 

4 月 24 日（金）ＦＭやまがた 8 時  2 日目「県内の医療現場の現状」 

 

  5 月 25 日（月） 山形新聞 「看護職の嫌悪・差別・偏見」について取材 

           5 月 26 日（火） 掲載 

       

  6 月 2 日（火） 県情報番組 サンデー５ の収録 

6 月 14 日（日）放送日 17 時 

       再放送 18 日（木）24 時 

 

  6 月 3 日（水） さくらんぼテレビの収録  

    

6 月 5 日（金） ダイバーシティメディア 

「新コロナに係る看護職の状況について」収録（10～11） 

市民チャンネル 

番組名「ライブバイキングー新型コロナ情報」 

放送日；6 月 14 日（日）1 回目 放送 

           放送日；6 月 22 日（月）2 回目 放送 

 

7）新型コロナ感染症に関して潜在看護師の復職支援（ナースセンター） 

   保健師 3 名中 1 名   保健所勤務 

   看護師 4 名      新型コロナ感染症軽症者等宿泊健康管理・相談等の 

療養応援ナース 

 

8）新型コロナウイルス感染症に係る軽症者等宿泊療養健康管理・相談等事業の 

  取り組み（ナースセンター） 

 

   4 月 25 日（土）求職者 128 名に対して電話調査 

   4 月 28 日（火）就業可能と返答があった 8 名に再度電話調査 

   4 月 30 日（木）～5 月 8 日（金）求職者 33 名電話調査 

           電話での採用面接 

   6 月 12 日（金）療養応援ナース 4 名、看護協会職員派遣 3 名、看護協会職員 2 名 

に対して辞令交付（5 月 11 日採用日）、内陸地区、庄内地区 2 箇所 

          研修会及び説明会；コロナウイルスの概要、感染防除対策 

          山形県健康福祉部との会議：4 月 21 日～5 月 8 日 4 回開催 

宿泊施設の見学と説明会 2 回 



9）新型コロナウイルスに関する相談窓口 

①やまがた子育て応援サイトメール相談事業 

・対象者 妊産婦及び乳幼児期の子どもを持つ保護者 

   Web サイト「やまがた子育て応援サイト」上で受け付けたメールによる相談に対し、

メールにより回答 

    令和 2 年 4 月 20 件 5 月 8 件 件、6 月 1 件、例年は１～2 件だが、4 月、5 月は、

相談内容は、コロナに関すること、里帰り分娩に関すること、立ち合い分娩に関す

ることの相談は、28 件中 20 件で 61％を占めた。 

②令和 2 年 5 月 3 日（土）～5 月 6 日（水）連休中, 山形子育て応援サイト事業（県委

託事業）今年度は特別に実施、コロナ感染症に対しての相談数 4 件 

    

10）6 月 12 日（金）第 2 回 新型コロナ克服・創造山形県民会議 井上会長出席 

 

11）新型コロナ感染症拡大に係る実態調査 6 月 15 日～6 月 25 日 

   67 病院看護管理者、71 訪問看護ステーション管理者、35 市町村保健師代表 

 

12）7 月 3 日（金） 県 6 月補正予算 医療従事者の特殊勤務手当について  

                  宿泊費等の補助が計上 

                

13）7 月 10 日（金）第 3 回 新型コロナ克服・創造山形県民会議 井上会長出席 

      6 月補正予算の概要；6 月補正予算（追加） 

① 慰労金給付（医療機関・社会福祉施設等・児童関係施設・訪問看護

ステーション等） 

② 民間医療機関に対する支援金の給付 

病院、診療所、歯科医院等 

 

14）協会内での取り組み 

・2 月 19 日（火）から山形県看護協会感染対策本部会議を週 1 回～2 回開催し、新型コロ

ナウイルス感染防止について検討、新型インフルエンザ事業計画等を改

定しました。（令和 2 年 3 月 14 日に「新型インフルエンザ等対策特別措

置法」が一部改訂され、新型コロナウイルス感染症が追記されたのを受

け、本対策業務計画に対策について追記） 

  

・4 月 20 日（月）新型コロナウイルス感染防止のための勤務体制変更に関する労務協定。 

会長と職員代表と取り交わし。看護協会、訪問看護ステーション4か所、

サテライト 1 箇所 4 月 20 日～5 月 19 日。訪問看護ステーションは、 

5 月 19 日～6 月 19 日、さらに 6 月 20 日～7 月 19 日まで 


